研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　職　種　　介護福祉士　　氏　名　吉田　恵美

	期　　間　　平成21年9月29日～30日・10月6日～7日

	出張目的　　平成21年度　介護福祉士実習指導者講習会

	出 張 先　　青森中央短期大学

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


　9月29日（火）・30日（水）、10月6日（火）・7日（水）の4日間、青森中央短期大学にて行われた平成21年度『介護福祉士実習指導者講習会』に参加してきました。

　84名参加しました。演習では、7人グループを組んで実際に考え、各々の意見を聞くことができました。

　当苑では、高校生３～4名（定時的に受け入れている）、専門学校生1名の実習生を受け入れています。

私は、無資格で介護の経験も知識もなく介護の職についたため、実習というものを経験したことがありません。学生の気持ちを理解することに時間がかかりました。3年前に実習指導担当責任者として、学生らが実習しやすいように実習中に声をかけたり、苦手な分野を克服できるように目標設定をしてもらったりと配慮してきました。しかし、私自身、実習生に指導している職員らの関わりや介入が薄かったのではないかと感じ、任せっきりになっていたのではないかと反省しました。また、その一方で、実習指導に対する知識や理解が充分にできていなかったのではないかと振り返る時間ともなりました。

実習と一言でいっても、奥が深く、実習生への理解、対応の仕方は、実習生に限らず、ヘルパー実習や新人職員への指導にも同じことが言えるのではないだろうかと感じ、特に人材育成への大切さを実感しました。

　全体を通して、とても長い時間でとても濃い内容のものでしたが、他の施設の方や事業所の方々と触れ合う機会でもありました。お互いの意見や思いを聞いてくることができました。また、講師は、実習生を送り出している側、受け入れている側と両方おり、実習指導者に対しての意見や要望も聞くことができました。実習生を送る側と受け入れる側との気持ち、実習中の指導の仕方、連携体制など理解することもできました。今まで行ってきた指導の仕方を、一から見つめ直す良い機会ともなり、この施設で実習できて良かったと感じてもらえるように取り組んでいきたいと感じました。

また、実習マニュアル、各現場で実習生に指導している職員の人材育成、他職種との連携、指導方法など見直しを行い、実習生の育成のほか、現場職員の育成にもより一層力を注ぎ、学んできたことを今後に活かしていきたいと思いました。

1日目

【介護過程の理論と指導方法】（講義2時間・演習4時間）…添付書類①

１、介護過程の意義と目的

○介護過程は、平成12年の教育課程改正によって、社会福祉士及び介護福祉士養成教育課程の介護概論に始めて導入された新しい教育内容である。

　　介護を学ぶものにとって、介護過程は身につけるべき知識・技術であり、「介護」という機能を静止したものではなく、「過程」という表現で進行及び発展する性質を持った機能として、捉えるように変化してきた。

　○介護過程とは

　・よりよい介護実践を達成させるためのプロセス

　・一人ひとりの利用者が望む生き方を実現させていこうとする目標をもって、積極的な介護活動を目指す

２、介護過程の展開方法

　○介護過程展開のプロセス

　（１）アセスメント

　　　　①情報収集　　　⇒・実習生と対象者と１対１でのコミュニケーション、記録からの情報を収集する

　　　　　　　　　　　・学生自らのコミュニケーションで情報を収集する

　　　　　　　　　　　　　・コミュニケーションと記録をすり合わせる

　　　　②情報分析　　　⇒情報を振るいにかける、分析する

　（２）課題の明確化　　⇒優先順位をつける

　　　　　　　　　　　　　1番目は、「生命」に関すること（排泄・食事など）

　　　　　　　　　　　　　2番目は、精神面に関すること

　（３）介護計画の立案　⇒より具体的に複数たてる

　（４）介護の実施

　（５）評価と修正　　　⇒記録に基づいて客観的に評価する

３、実習生への指導にあたって

　①介護過程の意義と目的を理解する

　　→理解したうえで対応する

　②ICFの概念を理解したうえで、利用者の実情を捉えること

　③アセスメントの重要性を再認識し、学生に対して多面的に関わる大切さを認識してもらう

　　→学生に様々な助言をする

　④科学的根拠に基づいた介護過程の展開を実践する

　　→情報分析

　⑤介護過程の原点は、日々の記録に基づいている

　→記録は、第3者がみてもわかる記録になっているか

＜考察＞

演習では、実際に施設介護アセスメント用紙を活用して、演習課題に対しての情報収集と情報分析を行っていきました。

講師は、今の学生は「聞く」ことが出来ないと話されていました。指導者側も「どこまで出来ているのか？」など学生に声をかけてあげることが必要だとも話されていました。

学生に五感を使ってコミュニケーションをとるように促し、コミュニケーションを図れなければ、相手の気持ちを理解することはできません。どこまで理解できているのか、わからないまま成長していく、成長させてしまったことにならないよう実習生に限らず、新入職員、ヘルパー実習の指導の際にも「コミュニケーション」は、充分に配慮すべき姿勢ではないかと感じました。

実際に当苑では、実習指導の際に介護過程の展開を具体的に行うことができていません。三大介護を基盤に移乗介助やレクリエーションなど中心に実習生の各項目の目標にそって指導していました。

情報分析は、思考能力を身につけさせるためには重要であり、記録から対象利用者の生活暦など見るほかに、対象利用者、職員とのコミュニケーションも大切であることを学びました。

2日目

【介護の基本】（講義2時間）…添付書類②

・介護の概要

・介護福祉士の役割

・介護に関する法・制度とその動向

【実習指導者理論と実際】（講義2時間・演習2時間30分）…添付書類③

○演習内容

演習１、自分から動こうとしない学生

①各々の立場の気持ち、思いを考える

・学校　　→施設のやり方も理解してほしい

・学生　　→わからないから動けない

　　　　　　同じこと２回も聞けない

　　　　　　専門用語がわからない

　　　　　　ピリピリして聞けない

・指導者　→基本を理解したうえで説明、指導する

　　　　　　介護の良さ、面白さ、楽しさを教えることが出来ない

　・職員　　→自分のペースが崩れてしまう

　　　　　　　指導のなさににげてしまう

　　　　　　　学生の態度に指導できない

　・利用者　→学生と話をしたい

　　　　　　　学生の言っていることが理解できない

　　　　　　　不信感を抱く　　　

などグループ内で思いをあげてみました

②方向性を考える

以下のように、グループ内でまとめてみました。

・各々がコミュニケーションを沢山とり、信頼関係を築くことによって連携を図る。

・学生側・指導者側・利用者の年齢が様々であり、時代にあった背景を理解することも必要であり、指導者をリーダーとして、責任を持って学生側にも指導者側にも伝えていくことが必要。

講師は、以下のように話す

・指導職員は毎回同じ職員ではない、利用者もかわるため、学生には様々な方と関わってもらい様々な方法を教えていってほしい

・学生を動かしたければ、施設側も頭を使って動かす

・学生が育ったら、自分も育ったという人間になってもらいたい

演習２、実習記録が書けない学生

・日記になっている

・学んだことを文章に出来ない

・記録を書く時間がない

・感想で中身がない　　　　　

・絵文字で書いている

・目標を立てれない

などグループ内でなぜ記録が書けないのか挙げてみました

これに対し講師は、メモを取ってもらい、途中でこまめに指導者側でチェックしてあげることも必要ではないかと話されていました。

＜考察＞

　演習では、様々な気持ち、思いを考え、理解することが出来ました。実際は、各々の立場をあまり考えず行動していた自分がいたように思います。

当苑では、目標を事前に設定してもらった上で、実習に臨んでもらっています。また、記録を書く時間も設けています。しかし、いくら目標設定や時間を設けていても、指導者側が、マニュアルや実習指導要綱を理解していなければ、学生の実習が無駄になってしまいます。記録が書けない学生に対しては、メモを取ってもらい、途中でこまめに指導者側がチェックしてあげることも必要と話されておりました。

日頃からメモを取るようにとは話していても、途中でチェックする習慣がなかったため、指導したポイントがずれていないか、きちんと理解しているのか、これからは確認するよう指導していきたいと感じました。

3日目

【スーパービジョンの意義と活用及び学生理解】（講義1時間・演習6時間）…添付書類④

・実習スーパービジョンとは

・実習スーパービジョンの機能→教育的機能

　　　　　　　　　　　　　　　管理的機能

　　　　　　　　　　　　　　　支持的機能

・実習スーパービジョンの形態

・実習スーパービジョンの展開

・多様な学生への理解

○演習内容

Ⅰ、握手で出会おう、自分について振り返ろう～

１、出会いの場面で、あなたはどんな行動をとり、どんなことを感じましたか？

２、人との出会いにおいて、大切なことは何でしょう。

３、その他、何でも良いので感想を書きましょう。

Ⅱ、私ってどんな感じ（漢字）？

１、四文字熟語で表現してください

２、四文字熟語の意味、なぜその文字を使用したのか？

３、グループの人に説明してください

　　・自分を上手く表現できましたか？

　　・相手に自分を紹介したり、紹介されたときどんな気持ちになりましたか？

４、全体で発表

Ⅲ、「私」を中心に考える

・「私」中心に考え、家庭、友達、仕事などそれぞれの関わり、つながりを線で結び、エコマップを作成

⇒結果、『価値観』は、人それぞれ違うものである。

Ⅳ、あなたの大切なものランキング（項目は以下の通り）

　・健康

　・友情

　・知識

　・お金

　・自己実現

　・愛

　⇒結果、一番は『健康』でした。

Ⅴ、実習指導者のあるべき姿とは？

　・介助の統一

　・全職員への実習内容周知

　・指導マニュアルの活用（指導方法の統一・見直し）

　・学生への個性を活かした対応

　・実習生と指導者の話し合いの場、教員と話し合う場を設ける

　・問題が発生したときに再検討できる体制

　・現場職員との連携

　・目標が達成出来ているのか確認

　・統一したケアがなされているのか確認

＜考察＞

　この研修では、まずは自分のことを知り、相手に自分のことを知ってもらうことが大切であることを学びました。

　ほとんどの学生は、緊張していて話せない人が多く、挨拶できない学生もいます。事前指導（オリエンテーション）では、実習生の意欲、気持ちをいかに上手く引き出せるのか大切であると話されていました。これからは、実習中でも、学生の性格を考慮し、一つ一つわかりやすい言葉で教え、広い気持ちや心で受け止め、ゆとりを持って対応し、行動していきたいと思いました。　

4日目

【実習指導の方法と展開】（講義1時間・演習2時間）…添付書類⑤

・実習指導の流れ

1、 事前オリエンテーション

2、 カンファレンス（１回）→出席者　学生、指導者、教員

3、 反省会、振り返りの会

以上の３点は、必ず実施する

・施設・事業所の実習指導の特徴

・実習指導のポイント～介護の３Ｋ（きつい・汚い・厳しい）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　新しい介護の３Ｋ（感謝・感激・感動）

○演習内容

１、実習記録を読み、あなたならどのような指導をするか、具体的に記述する

２、指導後の記録を評価する際、評価する基準を設定する

３、学生と教員を交えてカンファレンスを開催するにあたって、カンファレンスの構成を考える

【実習指導における課題への対応】（演習1時間30分）

○演習内容

１、学生・実習指導者・担当職員・それぞれの立場から実習における課題を５つ挙げる

２、それぞれの解決方法を探る

３、評価基準を話し合い、評価方法について話し合う

【実習指導者に対する期待】（講義1時間）…添付書類⑥

＜考察＞

　自分ひとりで評価するのではなく、学生の実習態度など色々な方向から見て評価してあげることが大事であることを学びました。また、実習生と指導者、担当職員各々の関係を良好にし、実習生を褒めてあげることも大切であることも学びました。
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